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園漁業法改正案の主な内容

鵠鴻※頒圃醐軽理駆嬢載蛍も高言ノ
・漁獲量の上限を決め、船ご

とに漁獲枠を割り当てる管
理を基本に
・漁船の大きさの窺制を緩和

濃蘭駆弱腰菜種拶装置駁前部鶏
・養殖や定置網漁で地元の漁

業者らを優先するルールを
撤廃
・「地域の水産業の発展に寄

与すると認められる者」に
新しい漁業権を付与

1本諸政砲　′
・海区漁業調整委員会の公選

制を廃止し、知事が任命
・密漁の罰金を最大200万円

から3千万円に引き上げ
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改
正
案

改
正
案
は
6
日
、
参
院
農
林

水
産
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
。

近
く
採
決
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

主
な
桂
は
、
船
ご
と
に
漁
獲

量
を
割
り
当
て
る
資
源
管
理
の

導
入
と
、
養
殖
・
定
置
網
の
二

つ
の
漁
業
権
の
「
地
元
優
先
」

枠
を
な
く
す
こ
と
だ
。
後
者
に

は
、
漁
業
へ
の
企
業
参
入
を
促

す
狙
い
が
あ
る
。

沿
岸
で
養
殖
な
ど
を
営
む
の

に
必
要
な
漁
業
権
の
免
詐
は
い

ま
、
地
元
漁
協
な
ど
に
最
優
先

で
与
え
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
を

踏
ま
え
、
「
沿
岸
の
海
を
使

い
、
守
る
の
は
地
元
」
と
い
う

了
解
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

外
部
の
企
業
が
漁
協
に
入
ら

ず
に
養
殖
を
営
む
に
は
原
則
、

地
元
漁
協
な
ど
が
名
乗
り
を
あ

げ
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て

お
り
、
権
利
を
得
て
養
殖
に
乗

り
出
し
て
も
、
免
詐
更
新
時
に

地
元
漁
協
が
申
請
す
れ
ば
権
利

を
失
う
。
改
正
案
は
こ
れ
を
や
め
、

「
地
域
の
水
産
業
の
発
展
に
最

も
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る

著
」
に
新
た
な
漁
業
権
を
与
え

る
。
免
詐
更
新
の
際
は
、
漁
場
を

「
適
切
か
つ
有
効
に
活
用
」
し
て

い
る
か
を
基
準
と
す
る
。
判
断

す
る
の
は
都
道
府
県
知
事
だ
。

「
古
い
仕
組
み
が
企
業
に
参

入
を
た
め
ら
わ
せ
て
い
た
。
漁

協
で
も
企
業
で
も
、
き
ち
ん
と

漁
場
を
使
う
人
に
権
利
を
与
え

る
た
め
の
改
正
だ
」
と
水
産
庁

は
説
く
。
2
0
1
3
年
現
在
で
、
全
国

の
漁
業
就
業
者
数
は
1
8
万
人
。

こ
の
5
0
年
間
で
6
割
近
く
も
減

っ
た
。
吉
川
貞
盛
農
水
相
は

「
将
来
に
わ
た
っ
て
、
持
続
的

に
漁
場
生
産
力
を
高
め
る
」
こ

と
が
大
切
だ
と
国
会
で
答
弁
し

て
き
た
。
塞
泉
大
学
の
八
木
信
行
教
授

（
水
産
政
策
）
は
「
現
行
法
が

で
き
た
戦
後
と
違
い
、
今
は
漁

業
者
が
減
っ
て
い
る
。
改
正
案

は
、
現
実
に
合
わ
せ
て
、
参
入

へ
の
規
制
を
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
て
緩
や
か
に
す
る
も
の
だ
。

国
産
水
産
物
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
新
た
な
商
品
開
発
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
」
と

話す。

共
存
共
栄
の
島
不
安
に
揺
れ
る
伊
勢
湾
・
答
志
島

三
重
県
鳥
羽
市
の
伊
勢
湾
内

手
－
●
づ
　
L
 
D
費
）

に
浮
か
ぶ
答
志
島
。
一
本
釣
り

の
漁
船
や
養
殖
の
手
入
れ
に
使

う
小
舟
な
ど
が
港
に
ひ
し
め

く
。
2
0
年
で
島
の
人
口
は
4
割

減
り
、
約
2
千
人
に
な
っ
た
。

3
割
が
漁
業
に
就
く
。

そ
の
漁
師
た
ち
の
間
で
は
法

改
正
を
め
ぐ
り
、
「
新
た
に
参

入
す
る
企
業
に
漁
場
を
奪
わ
れ

る
の
で
は
」
と
の
疑
念
が
消
え

な
い
。
「
行
政
の
判
断
で
、
い

つ
漁
場
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
か

も
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
不
安

が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
に
跡
を
つ

が
せ
ら
れ
な
い
。
後
継
者
不
足

に
拍
車
が
か
か
る
」
と
、
島
の

漁
師
の
佐
藤
力
生
さ
ん
（
6
6
）
は

語
る
。
か
つ
て
は
水
産
官
僚
だ

った。地
元
の
漁
師
は
、
こ
れ
ま
で
一

共
存
共
栄
で
生
き
て
き
た
。

島
の
沿
岸
に
は
、
ア
ワ
ビ
や

ヌ
コ
を
取
れ
る
漁
業
権
、
ワ
カ

メ
や
ノ
リ
、
カ
キ
を
養
殖
で
き

る
漁
業
権
な
ど
が
重
な
り
合
っ

て
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
管

理
す
る
の
は
、
ど
れ
も
地
元
の

鳥
羽
磯
部
漁
業
協
同
組
合
雫

島
の
南
東
側
・
答
志
和
具
地

区
の
あ
る
ワ
カ
メ
養
殖
で
は
、

水
域
を
0
0
ほ
ど
に
分
け
、
組
合

貝
に
割
り
当
て
る
。
潮
の
流
れ

な
ど
の
生
育
条
件
の
良
し
あ
し

か
固
定
し
な
い
よ
う
に
、
3
年

に
一
度
、
く
じ
引
き
で
割
当
場

所
を
変
え
る
。

同
県
大
紀
町
で
ブ
ラ
ン
ド
魚

「
伊
勢
ま
だ
い
」
の
養
殖
を
手

が
け
る
西
村
寮
偶
さ
ん
（
坐

も
、
大
量
の
え
さ
で
水
質
悪
化

を
招
か
ぬ
よ
う
、
い
け
す
の
数

を
抑
え
て
海
を
休
ま
せ
て
き

た
。
「
私
た
ち
に
は
、
こ
の
海

し
か
な
い
。
企
業
の
参
入
を
拒

む
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
元
と

同
じ
よ
う
に
、
長
い
目
で
踏
ん

張
れ
る
だ
ろ
う
か
」

消
毒
液
混
入
の
方
法

「
医
癒
過
誤
で
着
想
」

患
者
殺
害
容
疑
者
ぎ
ょ
う
に
も
起
訴

讃
諦
纏
縛
6
諮
謳
彊
封

別
の
看
護
師
に
投
与
さ
せ
る
な

ど
し
て
、
男
性
2
人
（
い
ず
れ

も
当
持
8
8
）
と
女
性
（
当
時

7
8
）
の
計
3
人
を
殺
害
し
た
殺

人
の
疑
い
で
今
年
7
～
8
月
に

3
回
逮
捕
さ
れ
た
。
Ⅱ
月
に

は
、
同
様
の
方
法
で
男
性
（
当

時
8
9
）
を
殺
害
し
た
殺
人
と
、

点
滴
、
6
本
に
消
毒
液
を
混
ぜ
て

同
要
具
＼
〔
ノ
臨
寓
語
－
ビ
　
ノ
こ
れ
英
人
プ
ア
鰭
閣

全
国
の
沿
岸
で
、
養
殖
や
漁

船
漁
業
な
ど
を
営
む
個
人
経
営

体
の
漁
労
所
得
平
均
は
約
3
3

8
万
円
（
1
6
年
）
。
漁
業
者
に

占
め
る
統
歳
以
上
の
割
合
は
、

1
9
8
3
年
か
ら
の
5
0
年
間
で

1
0
％
か
ら
銃
％
に
な
っ
た
。

答
志
島
で
も
、
住
民
の
3
人

に
1
人
は
6
5
歳
以
上
だ
。
収
穫

し
た
ワ
カ
メ
を
高
齢
者
が
手
伝

っ
て
出
荷
す
る
。
「
定
年
が
な
い

か
ら
、
体
が
動
け
ば
死
ぬ
ま
で

働
く
。
5
0
歳
で
も
海
に
出
る
」

と
地
区
の
組
合
員
を
束
ね
る
橋

本
評
議
さ
ん
（
6
7
）
は
笑
う
o

身
近
な
ど
こ
ろ
で
漁
具
や
燃

料
を
買
い
、
海
に
出
て
、
夕
方

に
は
店
に
集
ま
り
、
売
っ
た
魚

で
一
杯
や
る
。
「
こ
こ
で
経
済

が
回
り
、
地
域
が
維
持
さ
れ
て

い
る
」
と
佐
藤
さ
ん
。
「
遠
い

都
会
で
大
き
な
漁
具
を
安
く
買

っ
た
企
業
が
参
入
す
れ
ば
、
生

産
性
は
上
が
る
だ
ろ
う
。
だ

が
、
そ
れ
は
誰
を
潤
す
の
か
。

地
域
が
断
ち
切
ら
れ
れ
ば
、
漁

村
が
あ
る
か
ら
こ
そ
果
た
さ
れ

て
い
た
国
土
の
保
全
機
能
も
失

わ
れ
か
ね
な
い
」

（荻原千明）

広
島
新
館
柴
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一
名
て
し
「
C
ニ
ー
き
た
「
　
全
店
」

民
間
団
体
で
し
た
が
、
国
連

も
働
き
か
け
る
は
ず
で
す
。

蓮
は
か
ね
て
日
本
の
人
質
司

を
問
題
に
し
て
き
ま
し
た
か

日
本
の
人
質
司
法

奄
矛
は
　
東
京
地
轟
は
傍
語
を

認
め
る
で
し
ょ
う
」
　
（
小
口
華

人氏）キ
ャ
ロ
ル
夫
人
は
ど
ん
な
手

を
打
っ
て
く
る
の
か
－
。
日

本
の
司
法
も
身
構
え
て
い
る
は

ずだ。

た
く
さ
主
に
．
一
E
潅
体
力

再
稼
働
に
イ
エ
ス
と
言
わ
な

い
。
こ
れ
で
動
か
せ
な
い
」

「
公
開
で
討
論
し
な
い
と
い

け
な
い
」
と
、
原
発
推
進
を

全
面
的
に
打
ち
出
し
た
。

撮
測
が
飛
ん
で
い
る
の

¢
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
葉
書
や
E
　
力
、
と
ろ
主
打
て
V
ま
す
」
　
恐
重
く
、
正
面
か
重
責
歪
を

立
と
い
っ
た
ベ
ン
ダ
ー
が
無
　
（
財
界
関
係
者
）
　
　
　
　
問
う
た
ら
〝
原
発
反
対
〟
〝
自

選
に
つ
く
る
こ
と
は
民
主
国
　
し
か
し
、
「
ど
ん
ど
ん
再
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
〟
が
多

家
で
は
な
い
」
　
　
　
　
　
稼
働
す
べ
き
だ
」
な
ど
と
乱
い
は
ず
で
す
」

「
国
民
が
反
対
す
る
も
の
は
暴
な
発
言
は
、
逆
効
果
に
な
　
や
っ
ぱ
り
、
国
民
投
票
で

つ
く
れ
な
い
」
と
口
に
し
て
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
で
白
黒
つ
け
た
方
が
い
い
の
で

い
た
の
に
、
「
ど
ん
ど
ん
再
さ
え
、
国
民
の
多
く
は
「
原
は
な
い
か
。

′
・
！
名
君
考
・
・
・
′
b
屈
％
％
Z
・
・
・
・
ま
屈
％
％
Z
・
・
・
・
・
ゑ
％
診
Z
・
…
′
ブ
プ
”
a
％

は
「
年
」
を
割
っ
て
「
月
」
単

位だ。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
視
覚
識

別
、
複
合
セ
ン
サ
ー
、
深
層
学

晋
な
ど
の
A

大
衆
の
耳

は
ず
が
な
い
。

け
な
雰
囲
気

ヽ

ガ
析
や
最
新

舌
と
、
中
国

秋
か
ら
無
人

趣
が
始
ま
っ

或
置
慎

三
ズ
ー
ム
に

国

究
惹
き
版
か
e
琶

寵
難
喋
擬

正
業
が
合
作

ば
、
「
買
い
物
体
験
」

ア
ル
店
舗
の
充
実
で

。
中
国
の
流
通
業
界

葎
止
し
た
。
へ
告

－
た
も
よ
う

の
サ
イ
ク
ル

が
ん
で
も
機
械
に

ら
せ
る
な
ん
て
こ

と
は
無
意
味
だ
と
気
付
き
始
め

て
い
る
よ
う
だ
。
（
つ
づ
く
）

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
高

世
界
の
潮
流
は
「
ス
モ
ー
ル

ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
に
向

て
い
る
が
、
日
本
は
そ
の
逆
を

て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
が
ほ
と
ん

通
し
な
い
の
で
誰
も
知
ら
な
い

知
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
多

大
が
関
心
を
持
た
な
い
の
か
も

な
い
が
、
昨
年
1
2
月
8
日
に
的

り
に
「
漁
業
法
」
の
改
正
案
が

生
産
性
優
先
原
理
に
基

づ
い
て
切
り
捨
て
て
い

く
の
が
こ
の
法
改
正
で

ある。こ
れ
に
は
デ
ジ
ャ
ビ

ュ
が
あ
っ
て
、
飢
年
の

旧
農
業
基
本
法
が
9
9
年

に
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」
に
改
正
さ

に
「
耕
地
面
積
5
0
㌶
以

売
額
5
0
万
円
以
下
」
は

い
と
い
う
過
酷
な
足
助

。
そ
れ
に
よ
っ
て
放
り

ジ
パ
パ
が
露
地
栽
培
の

所
に
持
ち
込
ん
で
売
る

、
今
で
は
直
売
所
は
全

党
プ
ラ
ス
維
新
の
賛
成
で
強
行
的
に

可
決
さ
れ
た
。

1
9
4
9
年
の
漁
業
法
は
、
大
企

業
や
地
域
ボ
ス
に
握
ら
れ
て
い
た
漁

業
権
と
そ
の
運
用
権
限
を
、
地
元
の

漁
業
者
や
漁
協
に
優
先
的
に
与
え
よ

う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
今
回
の

人
い
た
漁
師
が
2減り、しかしその8割までが小規

模
・
家
族
経
営
の
沿
芹
・
地
先
沖
合

操
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
零
潤
漁

師
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
「
効

率
化
」
と
か
「
大
規
模
化
」
と
か
の

国
2
万
4
0
0
0
カ
所
、
総
売
り
上

鞍
1
兆
円
を
超
す
一
大
産
業
と
な
っ

た。
同
じ
問
題
が
林
業
を
巡
っ
て
も
起

き
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
ほ
と
ん
ど
誰

も
知
ら
な
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
昨

年
5
月
に
「
森
林
経
営
管
理
法
」
と

い
う
法
律
が
成
立
し
て
い
て
、
こ
れ

は
「
林
業
経
営
の
意
欲
の
低
い
小
規

模
零
細
な
森
林
所
有
者
の
経
営
を
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
〔
大
規
模
〕
林

業
経
営
者
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
集
積
・

集
約
化
を
図
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
農
業
ば
か
り
か
漁
業

も
林
業
も
、
地
域
末
端
の
小
規
模
・

家
族
経
営
の
非
効
率
を
叩
き
漬
す
と

い
う
の
が
安
倍
政
権
の
薪
自
由
主
義

で
、
そ
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
の

は
竹
中
平
蔵
の
「
規
制
緩
和
」
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。

国
運
は
昨
秋
の
総
会
で
「
小
農
と

農
村
で
働
く
人
々
の
権
利
に
関
す
る

宣
言
」
を
採
択
し
、
今
年
か
ら
1
0
年

間
を
「
家
族
農
業
の
1
0
年
」
と
定
め

て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
始
め
て

い
る
。
こ
う
い
う
世
界
潮
流
に
逆
ら

っ
て
「
ラ
ー
ジ
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ル
」
を
い
ま
だ
に
遇
い
求
め
て

い
る
の
が
安
倍
政
権
で
あ
る
。

（水曜掲載）


